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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい３１

せん。それに、変更設計書を使って「変更制
御」もできますし、それが残されていること
で、変更要件ごとにどのような修正が行われた
かを知ることが出来ます。保守開発であって
も、バグの修正であっても、「修正」という行
為に対して「変更制御」を実施しなければ、影
響範囲の問題は防げません。

 　　　　ツールだけでは解決しない

　最近、構成管理ツールがもてはやされていま
す。おそらく、保守開発に伴うエラーが頻発し
ていることが、その背景にあるものと思われま
す。確かに、最近の構成管理ツールは機能性が
高いようですが、問題はそれを使う人の方にあ
ります。分析・設計ツールでも言えることです
が、ツールだけで問題が解決するわけではあり
ません。ツールはあくまでもツールです。それ
をどう活用するか、あるいはどのように規制す
るかという「ルール」が必要です。そしてその
ようなルールを積極的に守る、あるいはもっと
効果的なものに進化させようという意識が必要
です。

　　　　まさに“Repeatable”！

　 Ｃ Ｍ Ｍ で は 、 レ ベ ル ２ の 段 階 を
「Repeatable」と呼びます。簡単に言えば、よ
く似た開発案件であれば、ある程度うまくやれ
るレベル、ということです。組み込みシステム
の開発の殆どを占めている「派生モデル」開発
は、それ自体が「Repeatable」な開発行為が求
められているのです。つまり、派生モデルの開
発が主体の組織では、ちょっと工夫すればレベ
ル２の状態に引き上げることは非常に簡単なな
ずです。もちろん、これが出来るだけでは本来
の意味でのレベル２とは言えませんが、実質的
にレベル２の状態を手に入れるのは難しくない
はずです。
　にもかかわらず、仕様の変更作業に何の工夫
も行われずに、無計画にソースの修正に着手し
てしまったり、変更制御も入らないような修正
作 業 が 行 わ れ て い ま す 。 こ う し て
「Repeatable」な作業の筈なのに何度もエラー
を出してしまっているのです。エラーまで
「Repeatable」に発生させなくてもいいので
す。　　　　　　　〔次号に続く）

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

影響範囲を考えるための視界を狭くしているも
のと思われます。確かに、変更要求を検討する
際には、ある程度ソースを見ることも否定でき
ません。目の前に、ソースが広がっており、し
かも、そこを数行直せば、この案件は解決する
ように見えるため、つい、ソースの修正をやっ
てしまうのです。この時、早い段階で視界が

「ミクロ」化してしまっているため、気持ちの
どこかでは「影響範囲を検討しなくちゃ」と
思っていても、分析書や設計書などを使って、
強引に視界を広げる「場」に引き込まない限
り、簡単に叶うものではありません。
　だからこそ私は、ソースに手を付ける前に全
ての修正要件に対して「変更設計書」書くこと
を勧めているのです。ソースの修正が行われる
前であれば、修正方法の変更には抵抗はありま

　　―　解　　説　―

　ソフトウェア開発の大部分は保守開発です。
いわゆる「派生モデル」の開発で、組み込みシ
ステムの世界では、これが殆どです。そのこで
は、おそらく全くの新規の開発は、１０年に１
回ぐらいになっているのではないでしょうか。
その間、営々と派生モデルの開発が
行われている筈です。そしてそこで
は、減ることのないバグに悩まされ
ているのです。そのソースは、何年
も関わって来たはずなのに、バグは
無くなりません。
　もちろん、保守開発といっても、
通常は何らかの新機能が追加されま
す。簡単な機能もあれば、結構複雑
な機能であったり、アーキテクチャ
の構造に影響を与えるような変更も
あります。それでも手に負えないよ
うな変更ではないのです。その証拠
に、新しいバグを出しながらも、そ
して納期を遅らせながらも何とか実
現するのですから。

　　　　 新規で作るよりも難しい

　一つの問題は、修正行為に対する認識の甘さ
があります。「この変更なら、○○の部分と□
□の部分を直せばいけるだろう」と考えて、
ソースの修正にかかるのですが、実際には、○
○の箇所を修正した事によって、別の問題が生
じてしまうわけです。「えっ、そんなところか
ら呼び出していたの？」とか、修正によってタ
イミングが狂ってしまうわけです。もちろん、
そのような事が書かれたドキュメントや仕様書
はありません。たとえそのことが設計書を読め
ば分かるのかも知れませんが、保守担当者には
その手掛かりを持っていません。
　保守開発の場合は、そこを修正することで、
他にどのような影響があるのか、ということを
全て検討しなければなりません。新規で作ると
きは、最初から全体のことを考えていることも
あって、相互の関係などが見えているものです
が、保守開発では、たとえそのモジュールを開
発した本で人であっても、すでに記憶の中から
は消えているものです。だからエラーの発生率
は、新規開発よりも多くなるのです。

　　　　 狭くなっている視界

　つまり、保守開発では、開発期間の早い時期
に「ソース」に手を付ける傾向にあることも、

　　　ページ＝ジョーンズの専門知識習得の分類
段階１：無知の段階＝その技術について聞いたこともない
段階２：気がかりな段階＝その技術について文献を読んだこ
　　　　とがある
段階３：見習いの段階＝その技術について３日間のセミナー
　　　　に通った
段階４：実践しようとする段階＝その技術を実際のプロジェ
　　　　クトに適用しようとしている
段階５：職人の段階＝その技術を仕事の上で自然に自動的に
　　　　使っている
段階６：名人の段階＝その技術を完全に消化していて、いつ
　　　　ルールを破るべきかを知っている
段階７：エキスパート＝専門書を著作し、講演し、その技術
　　　　を拡張する方法を探究する

▲今年のインフルエンザの流行の特徴は高齢者や乳児が主に感染していることである．特に、
老人ホームや高齢者の病院などの施設で集中的に広がっており、全国ですでに３００人前後の
人が亡くなっている。
▲今シーズンは大人に流行することは、昨年夏の免疫力調査で分かっていたという．だったら，
お年よりに優先してワクチンの予防接種をすべきだった．昨年の秋に済ませておれば、たとえ
感染しても命まで落とさなくて済んだ可能性が高い。それに、昨年秋に認可されたＡ型ウイル
スに効く塩酸アマンタジン〔感染後に使用する）も使われた形跡が無い。
▲昨冬だったか、香港でＡ型の新しい株が発見されたとき、その感染力に世界は真っ青になっ
た。多くの感染者はだしたが、亡くなったのはたしか、初めの頃に感染したわずかが４人であ
る。それは、１０分でを判別できる試薬と、この塩酸アマンタジンの効果である。その結果、
感染後２日以内に投与した人からは死者は出ていないという。
▲今回、我が国でこの薬が使われていない理由はよく分からないが、１０分程度で判断できる
試薬も輸入すればすぐにでも手に入るはず。Ａ型，Ｂ型の両方に効く薬は来冬には販売される
ようだが、エイズで問題になった血液製剤への対応と同じ構図に見える。それとも、厚生省は
かってのように予防接種の義務化を復活させたいのか。

　保守期間中のプログラムの修正は（それが機能強化のためであろうと欠陥の修正であろう
と）、最初の開発よりはるかに多くのエラーを作り込む。ある保守部門は、保守期間中に行った
すべての変更の２０％から５０％の別の新たなエラーを作り込んでいる、と報告している。
　これが、次のような「ルール」に従うことが極めて重要である理由である。すなわち、ソフト
ウェア構成管理手順を早期に確立せよ（原理１７４）、基準品目を制御せよ（原理１７９）、及
び、変更制御を抜かしてはいけない（原理１８２）。
（２０１の鉄則：原理１９５＜進化の原理＝保守は開発よりも多くのエラーを作り込む＞）

猛威を振るったインフルエンザ
最新の医療が活かされていない
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す
の
で
、
日
々
の
筋
ト
レ
に
は
丁
度
い
い
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
入
手
し
、
優
れ
た
人
の

「
作
品
」
に
触
れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
。
雑
誌

で
は
ど
う
し
て
も
「
部
分
」
し
か
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
体
系
だ
っ
た
良
質
の
文
献
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

の
中
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
に
自

分
の
手
で
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が

ぶ
つ
か
り
稽
古
で
す
。
話
を
聞
い
た
だ
け
、

本
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
本
番
に
な
っ
て
何

の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。
本
番
で
は
、
身
体

の
中
に
入
っ
て
い
る
方
法
（
技
）
し
か
出
て

き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

あ
る
程
度
力
が
つ
い
て
、
そ
の
部
屋
に
は
稽

古
相
手
が
居
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
出
稽
古

に
出
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い

外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
み
る
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
話
や
質
問
内

容
が
殆
ど
理
解
で
き
る
か
。
ま
た
、
自
分
で

も
講
師
の
人
に
質
問
を
ぶ
つ
け
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
。
稽
古
に
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

質
問
も
せ
ず
に
帰
っ
て
く
る
手
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
講
師
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の
な
ら

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

巡
業
に
相
当
す
る
の
は
、
新
し
く
勉
強
し
た

方
法
（
技
）
を
、
本
番
さ
な
が
ら
に
使
っ
て

み
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
持
ち
時
間
の
中

で
、
本
番
と
同
じ
テ
ー
マ
を
使
っ
て
や
っ
て

み
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
本
番
に
な
っ
て

も
使
え
る
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
き
た
ら
、

本
番
に
使
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
完
全
で
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
次
は
そ
の
技
で
決
め

る
こ
と
が
出
来
そ
う
な
感
触
で
も
手
に
入
れ

れ
ば
上
等
で
す
。
多
く
の
人
の
間
違
い
は
、

稽
古
も
何
も
し
な
い
で
、
聞
き
か
じ
り
の
ま

ま
本
番
で
使
う
た
め
に
、
す
ご
す
ご
と
引

き
返
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

こ
う
し
て
「
六
±
一
年
」
、
弛
ま
ず
続
け

る
事
が
出
来
た
な
ら
、
「
一
流
」
の
世
界

に
入
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

「
六
±
一
年
」
が
長
い
と
感
じ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
中
程
で
仕
事
上

に
も
効
果
が
現
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
石

の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
や
つ
で
す
。
こ

の
前
半
の
三
年
間
が
と
て
も
重
要
な
の
で

す
。
こ
こ
で
集
中
し
な
い
と
、
後
半
の
目

処
が
立
た
な
い
の
で
す
。

こ
れ
は
人
事
（
ひ
と
ご
と
）
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
自
身
の
問
題
で
す
。
皆
さ

ん
自
身
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
も
う
と

し
て
い
る
か
の
問
題
で
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
こ
の
国
が
、
プ
ロ
の
国
に
な
れ
る

か
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
国
に
止
ま
る
か
の
問

題
で
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
■

大
関
は
誰
で
も
な
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
期
待

さ
れ
た
力
士
も
、
関
脇
ま
で
は

届
い
て
も
大
関
に
は
簡
単
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
だ
が
、
相
撲
の

“
遺
伝
子
”
を
持
っ
て
い
な
い
若
者
が
、

日
々
の
稽
古
と
考
え
ら
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
通
し
て
、
六
年
と
い
う
時
間
の
な
か

で
「
一
流
」
の
線
ま
で
届
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

「
六
±
一
年
」
と
い
う
の
は
、
一
流
に
な

る
た
め
の
時
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

別
に
統
計
処
理
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
の
周
り
に
も
何
名
か
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
で
、
技

術
習
得
の
レ
ベ
ル
が
、
ど
う
や
ら
「
段
階

６
」
〔
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
達
し
た
と
思

わ
れ
る
人
が
い
ま
す
が
、
彼
も
今
日
ま
で

約
六
年
で
す
。
ま
た
二
月
の
初
め
に
、
ド

イ
ツ
に
居
る
女
性
か
ら
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
大

学
で
「
Ｐ
ｈ
・
Ｄ
」
が
と
れ
た
と
い
う

メ
ー
ル
が
入
り
ま
し
た
が
、
彼
女
が
ド
イ

ツ
に
行
っ
た
の
は
九
四
年
の
秋
で
す
。

「
六
±
一
年
」
と
い
う
期
間
は
、
私
自
身

の
経
験
か
ら
も
、
あ
る
「
線
」
を
越
え
る

こ
と
の
出
来
る
期
間
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
上
下
二
年
の
差
は
、
活
躍
す
る
分
野

に
対
す
る
そ
の
人
の
事
前
の
知
識
や
ポ
テ

民
主
主
義
が
お
か
し
な
方
向

に
向
い
は
じ
め
る
き
っ
か
け

は
、
「
自
由
」
と
「
平
等
」

を
同
列
に
論
じ
る
こ
と
に
始

ま
る
。
そ
の
結
果
、
自
由
の

意
味
が
「
圧
制
か
ら
の
自

由
、
つ
ま
り

他
の
ど
ん
な

恣
意
的
な
圧

力
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
個
人

が
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
か
ら
、
「
人
々
が

真
に
自
由
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
物
的
欠
乏
と
い
う
圧
制
が
転
覆

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
り
替

わ
っ
た
。
我
が
国
で
も
、
最
近
は
「
分
配

の
平
等
」
に
根
差
す
政
策
が
目
に
付
く

が
、
そ
れ
は
、
必
ず
政
治
の
介
入
を
招
く

こ
と
に
な
る
。
富
を
分
配
す
る
行
為
に
は

裁
量
が
働
く
。
そ
の
た
め
、
本
来
の
「
法

の
支
配
」
を
崩
す
こ
と
に
な
る
。

「
地
域
振
興
券
」
が
早
い
と
こ
ろ
で
は
既

に
配
ら
れ
て
い
る
が
、
税
金
を
使
っ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
使
用
で
き
る
店
と
出

来
な
い
店
が
あ
っ
て
分
か
り
に
く
い
。
中

に
は
、
地
元
の
商
店
街
で
優
先
的
に
使
わ

せ
る
た
め
に
、
大
手
ス
ー
パ
ー
で
の
使
用

を
三
ヶ
月
間
遅
ら
せ
る
と
い
っ
た
恣
意
的

行
為
も
表
面
化
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
使
用
制
限
は
完
全
に
現
行
法
に
違
反

す
る
の
で
あ
る
が
、
公
取
委
の
警
告
も
、

「
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
種
の
「
平
等
政

策
」
は
、
「
法
の
支
配
」
と
衝
突
す
る
。

そ
し
て
「
分
配
の
平
等
」
に
慣
れ
た
国
民

は
、
「
自
由
」
を
放
棄
し
て
で
も
、
空
腹

に
な
れ
ば
政
府
に
対
し
て
「
平
等
」
を
叫

ぶ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
か
っ
て
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
は
、
こ
の
ハ
イ
エ
ク
の

考
え
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
、

徹
底
的
に
規
制
を
取
り
払
い
、

福
祉
も
最
低
限
に
押
え
る
政
策

を
と
っ
た
。
平
等
か
ら
自
由
へ

引
き
戻
し
た
の
で
あ
る
。
一
時
的
に
失
業

は
増
え
た
が
、
そ
れ
が
今
日
の
ア
メ
リ
カ

の
繁
栄
の
礎
に
な
っ
た
と
の
評
価
は
定
着

し
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
期
に
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
も
同
じ
よ
う
に
規
制
を
取
り

払
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
国
に
し
て
、
ハ
イ

エ
ク
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

「
分
配
の
平
等
」
と
い
う
あ
の
強
固
な
理
想

を
目
指
し
た
ど
ん
な
政
策
も
「
法
の
支
配
」

の
崩
壊
を
も
た
ら
す
　
（
ハ
イ
エ
ク
）

今月の 一言

大
相
撲
の
初
場
所
で
千
代
大
海
が
優
勝
し
大
関
に
昇
進
し
ま
し
た
が
、
若
貴
と

違
っ
て
、
現
代
っ
子
ら
し
く
弾
ん
で
い
る
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
十
六
歳

で
相
撲
の
世
界
に
入
る
ま
で
は
地
元
で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
暴
走
族
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
相
撲
と
は
全
く
無
関
係
な
世
界
に
居
た
青
年
が
、
あ

れ
か
ら
六
年
。
千
代
大
海
は
大
関
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。

ン
シ
ャ
ル
の
差
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

た
た
だ
し
、
「
六
±
一
年
」
で
誰
で
も
一
流

に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

間
、
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
す
る
か
で
す
。

新
し
い
本
を
読
ん
だ
だ
け
で
簡
単
に
身
に
付

く
ほ
ど
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
撲
で
言
う

と
こ
ろ
の
、
日
々
の
稽
古
の
問
題
で
す
。
本

番
と
は
別
に
、
毎
日
、
ど
の
よ
う
な
稽
古
を

し
て
い
る
か
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
稽
古
が
、

日
常
に
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
か
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

四
股
踏
み
、
す
り
足
、
鉄
砲
な
ど
、
食
事
を

摂
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
は
力
士
の
日

課
で
す
。
省
い
た
ら
、
腹
が
減
る
よ
う
に
、

居
心
地
が
悪
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
に
、
筋
ト
レ
や
ぶ
つ
か
り
稽

古
、
出
稽
古
、
巡
業
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
一

五
日
間
の
本
場
所
で
最
高
の
結
果
を
残
す
た

め
に
不
可
欠
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ
て
、
毎
日
の
四
股

踏
み
、
す
り
足
、
鉄
砲
に
相
当
す
る
取
り
組

み
が
あ
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、
欠
か
さ

ず
、
レ
ベ
ル
の
高
い
技
術
雑
誌
を
読
ん
で
、

そ
の
中
の
内
容
を
理
解
で
き
る
こ
と
を
確
か

め
る
こ
と
で
す
。
単
行
本
と
違
っ
て
、
雑
誌

の
場
合
は
、
適
当
な
長
さ
に
切
ら
れ
て
い
ま

一流への道一流への道

音音


